
「557」、「558」及び「559」は、次の容器及び包装等を示す。

包装
基準 等級

組 合 せ 容 器

内 装 容 器 内装容器当たりの
許容質量

包装物当たりの
許容質量 外装容器

ガラス製又は陶製容器 １‰
１Ａ２，１Ｂ
２，１Ｄ，１
Ｇ，１Ｈ２，
１Ｎ２，４Ａ，
４Ｂ，４Ｃ１，
４Ｃ２，４Ｄ，
４Ｆ，４Ｇ，
４Ｈ１，４Ｈ
２

557 １ プラスチック製容器 １‰ １‰

金属製容器 １‰

ガラス製又は陶製容器 １‰ １Ａ２，１Ｂ
２，１Ｄ，１
Ｇ，１Ｈ２，
１Ｎ２，３Ａ
２，３Ｂ２，
３Ｈ２，４Ａ，
４Ｂ，４Ｃ１，
４Ｃ２，４Ｄ，
４Ｆ，４Ｇ，
４Ｈ１，４Ｈ
２

プラスチック製容器 １‰

558 ２
金属製容器 １‰

５‰
紙袋 １‰

プラスチック袋 １‰

ファイバ製容器 １‰

ガラス製又は陶製容器 2•5‰

プラスチック製容器 2•5‰

559 ３
金属製容器 2•5‰

25‰
紙袋 2•5‰

プラスチック袋 2•5‰

ファイバ製容器 2•5‰

「561」、「562」及び「563」は、次の容器及び包装等を示す。

包装
基準 等級

組 合 せ 容 器 単一容器及び複合容器

内装容器
内装容器
当たりの
許容質量

包装物当
たりの許
容質量

外装容器
包装物当
たりの許
容質量

容器の種類

ガラス製又
は陶製容器 １‰ １Ａ２，１Ｂ２，

１Ｄ，１Ｇ，１
Ｈ２，１Ｎ２，
４Ａ，４Ｂ，４
Ｃ１，４Ｃ２，
４Ｄ，４Ｆ，４
Ｇ，４Ｈ１，４
Ｈ２

１Ａ１，１
Ａ２，１Ｂ
１，１Ｂ２，
１Ｎ１，１
Ｎ２561 １ プラスチッ

ク製容器 １‰ 15‰ 15‰

金属製容器 １‰

ガラス製又
は陶製容器 2•5‰

１Ａ２，１Ｂ２，
１Ｄ，１Ｇ，１
Ｈ２，１Ｎ２，
３Ａ２，３Ｂ２，
３Ｈ２，４Ａ，
４Ｂ，４Ｃ１，
４Ｃ２，４Ｄ，
４Ｆ，４Ｇ，４
Ｈ１，４Ｈ２

１Ａ１，１
Ａ２，１Ｂ
１，１Ｂ２，
１Ｄ，１Ｇ，
１Ｈ１，１
Ｈ２，１Ｎ
１，１Ｎ２，
３Ａ１，３
Ａ２，３Ｂ
１，３Ｂ２，
３Ｈ１，３
Ｈ２，４Ａ，
４Ｂ，４Ｃ
２，４Ｄ，
４Ｆ，４Ｇ，
４Ｈ２，複
合容器，シ
リンダー

プラスチッ
ク製容器 2•5‰

562 ２
金属製容器 ５‰

25‰ 25‰
紙袋 2•5‰

プラスチッ
ク袋 2•5‰

ファイバ製
容器 2•5‰

ガラス製又
は陶製容器 ５‰

プラスチッ
ク製容器 ５‰

563 ３
金属製容器 ５‰

100‰ 100‰
紙袋 ５‰

プラスチッ
ク袋 ５‰

ファイバ製
容器 ５‰

平
成

™
™
年

˜
™
月

™
�
日
月
曜
日

(
号
外
第

™
�
�
号
)

官
報

~１）金属製容器は耐食性を有するものに限ること。
２）国連番号が1873の等級が１の輸送許容物件の場合、内装容器はガラス製に限ること。
３）等級が１の輸送許容物件の場合、内装容器は、吸収材を詰め、硬質の漏えいしない容器
に収納した後、外装容器に収納すること。
４）等級が３の輸送許容物件の場合、容器及び包装は、等級が２の輸送許容物件を輸送する
場合の要件に適合すること。

~１）金属製容器は耐食性を有するものに限ること。
２）等級が１及び２の輸送許容物件の場合であって、湿性を有する輸送許容物件を漏えいし
ない外装容器以外の外装容器に収納する場合、内張りを行うか、又は中間容器によつてこ
れと同等に有効な措置を講じること。
３）等級が３の輸送許容物件の場合、容器及び包装は、等級が２の輸送許容物件を輸送する
場合の要件に適合するとともに、当該物件を漏えいしない外装容器以外の外装容器に収納
する場合、内張りを行うか、又は、中間容器によつてこれと同等に有効な措置を講じるこ
と。

~１）金属製容器は耐食性を有するものに限ること。
２）等級が１及び２の輸送許容物件の場合であって、湿性を有する輸送許容物件を漏えいし
ない外装容器以外の外装容器に収納する場合、内張りを行うか、又は、中間容器によつて
これと同等に有効な措置を講じること。
３）等級が３の輸送許容物件の場合、容器及び包装は、等級が２の輸送許容物件を輸送する
場合の要件に適合するとともに、当該物件を漏えいしない外装容器以外の外装容器に収納
する場合、内張りを行うか、又は、中間容器によつてこれと同等に有効な措置を講じるこ
と。
４）等級が３の輸送許容物件であって天然木材、合板、再生木材又はファイバ板の単一容器
を用いる場合、適切な材質で内張りがされたものに限ること。
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